
はじめに

●本スライドは公開されます

○ 録画されるのかな？

念のため、録画アーカイブを見られる事も想定した講義をやります

●頑張ってメモを取るより、登壇者があなたに何を伝えたかっ

たのかを感じ取るように聞いてもらえると嬉しいです

○ できたら、全員がメモをしまって顔を上げて聞いてほしい

●講義の内容は皆さんのリアクションによって変更します

○「することがあります」ではなく「します」

○今日のセッションを作るのは私ではなく、皆さんと一緒に作ります



今日いいたいこと



仲間と一緒に学ぼう！



でも、人付き合いは苦手…



会話は不要！同じ目標に向かっ
て勉強している雰囲気が大事



そんな環境を用意しました！



LinuC Open Network

中 翔

2024年12月7日

LinuCの試験開発もやってるよ！LinuC 
Open Networkの取り組み(AIもあるよ)



本スピーチの、私の目的



LinuC試験をより良くしたい！



試験勉強の体験品質を上げたい



安心してエンジニアを志せる環
境を作りたい！



本スピーチの私の目的

●LinuC試験をより良くしたい！

●試験勉強の体験品質を上げたい！

●安心してエンジニアを志せる環境を作りたい！

○ （既に先駆者はいっぱいいますが、N番煎じはいくつあっても

いいはず！）

必要なもの・実現できる環境がコミュニティでした



登壇者紹介

{

Name: 中 翔,

Jobs: Webアプリエンジニア,

Current_Projects: [教材開発, 学習支援, （講師）育成支援],

Slogan: 体験駆動学習

Mission: 知識を行動に、コードを経験に,

Interests: [LLM利活用, ローコード開発, メタバース],

}



登壇者紹介（他己紹介Ver: AIに聞いてみた）

いいかも！



（時間があれば）もうちょっと自分語りしたいコーナー

（その場の思い付きで言いたいことをいいます）

【アドリブ用のスライドを用意した理由】

会場の雰囲気（皆さんの様子を見て）講義スタイルを臨

機応変に変えています。

その場の空気感や聞きたそうな事を推測しながら講義し

ているので、今日の内容は今日しか聞けません！



LinuC Open Network(以下、LiON)とは？



スライドのアジェンダ

●LiONの取り組み紹介

○ 認定試験開発

○ 地方創生協力

○ 学習教材開発

○ 受験者勉強会

● LiONに参加するとできるようになること

● LiONの分科会（AI活用）

●【後で見てほしい参考資料】



今日話すこと

●LiONの取り組み紹介

○ 認定試験開発

○ 地方創生協力

○ 学習教材開発

○ 受験者勉強会

● LiONに参加するとできるようになること

● LiONの分科会（AI活用）

●【後で見てほしい参考資料】



アジェンダ

●LiONの取り組み紹介

○ 認定試験開発

○ 地方創生協力

○ 学習教材開発

○ 受験者勉強会

● LiONに参加するとできるようになること

● LiONの分科会（AI活用）



LiONの取り組み紹介



４大プロジェクト



認定試験開発（例：LinuC System Architect）

https://linuc.org/linucsa/interviews/231012_01.html



認定試験開発（LinuC・LinuC以外も含めて共通）



地方創生協力

https://lpijapan.connpass.com/event/329948/

九州でもやりたい！



学習教材開発の様子（パブリックリポジトリ）

●レビューできる人がほしい

●内容に沿って手を動かして
みてほしい

●広めてくれる人がほしい

●その他、何かしらでコントリ
できればお願いしたい

（宮原さん、ありがとうございます！）



学習教材開発の公開・利活用

これらの教材は無料でダウンロードできます（誰でも）



受験者勉強会

受験者

●これからエンジニアにな
りたい！

●現在アプリエンジニアで
インフラの知識の必要性
を感じている…

●エンジニアの仕事を試験
を通じて体験してみたい

●学校教諭だが、IT技術に
興味がある

講師

●育成担当になったが、指導経
験がない

●あまり難しい内容は教えられ

る自信がない…

●開発スキル以外も必要だよ

ね！とは思うがどうすればよ

いかわからない

●自社で指導しているが、社外
の指導の取り組みも学びたい



受験者勉強会（受験者向け）

一応こういうのも作ったけど、正直よくわからんよね…



（時間の限り）試験・教材開発や勉強会について存分に語るコーナー

ということで、私が関わった・登壇した時の話をします

【アドリブ用のスライドを用意した理由】

会場の雰囲気（皆さんの様子を見て）講義スタイルを臨

機応変に変えています。

その場の空気感や聞きたそうな事を推測しながら講義し

ているので、今日の内容は今日しか聞けません！



（たぶんここまでまとめ）再掲：本スピーチの私の目的

●LinuC試験をより良くしたい！

●試験勉強の体験品質を上げたい！

●安心してエンジニアを志せる環境を作りたい！

○ （既に先駆者はいっぱいいますが、N番煎じはいくつあっても

いいはず！）

必要なもの・実現できる環境がコミュニティでした



あと半分（リラックスタイム）



アジェンダ

●LiONの取り組み紹介

○ 認定試験開発

○ 地方創生協力

○ 学習教材開発

○ 受験者勉強会

● LiONに参加するとできるようになること

● LiONの分科会（AI活用）



LiONに参加するとできるよう
になること



アジェンダ（LiONにフォーカス版）

● LiONに参加するとできるようになること

○ プロジェクトに参加できる

○ LinuC試験の受験者勉強会に参加できる

○ 標準教科書教材をダウンロードできる

○ コミュニティメンバー限定イベントに参加できる

○ OpenAI API（本来は有償）を無料で使える

○ コミュニティ参加要項

○ その他



プロジェクトに参画して社外で通用するスキルを獲得・

確かめてみてください！

４大プロジェクトに参画できる！



受験者勉強会に参加できる（いつでも追いつけます）

過去のアーカイブもあるし、過去回に遡って質問できます



自社研修などで教材を活用できる

これらの教材は無料でダウンロードできます



コミュニティ限定イベントへの参加

https://lion.connpass.com/event/336339/



（激アツ！）OpenAI API（＋α）が無料で使える

コミュニティ活動につながりそうなテーマを決めれば、
AI学習が無料でできます！



大事な話：コミュニティ活動費とか

●入会費：無料

●年会費：無料

●活動ノルマ：なし

とりあえず近所のスーパーの
会員カードを作って置いとく
ノリで入会しておくのが
ベストプラクティス！

参加方法：QRコードを読んで
手順を実行する



コミュニティ参加手順



（時間があれば）LiONに参画すると自分変わるかもトークコーナー

（その場の思い付きで言いたいことをいいます）

【アドリブ用のスライドを用意した理由】

会場の雰囲気（皆さんの様子を見て）講義スタイルを臨

機応変に変えています。

その場の空気感や聞きたそうな事を推測しながら講義し

ているので、今日の内容は今日しか聞けません！



アジェンダ

●LiONの取り組み紹介

○ 認定試験開発

○ 地方創生協力

○ 学習教材開発

○ 受験者勉強会

● LiONに参加するとできるようになること

● LiONの分科会（AI活用）



LiONの分科会（AI活用）



LiONの分科会（AI活用）とは？

●LinuC試験開発や受験者の勉強で使える学習支援Bot

●VSCodeの拡張機能「Simple Text Refine」の開発支援

前者は便利かつ実力チェックにとても便利！

ですが、個人的には後者を推してます

「Simple Text Refine」をコードとして残せる学習目的の

AI作成ノート・プロンプトメモとして優秀です。



学習支援Bot運用＆活用例

解説部分はぜひSlackで直接確認してみてください

※一般公開してないものなので、念のためモザイク処理



Simple Text Refineの紹介

VSCodeでAI文書推敲が完結できる！

https://marketplace.visualstudio.com/items?itemName=yas
uraok.simple-text-refine



（時間の限り）【デモ】Simple Text Refineを使ってみるコーナー

手順を置いておきます

1. VSCodeの拡張機能検索で「simple text refine」で検索

2. 設定でApi_key_(openai, anthropic)に所定のAPIキーを入れる
（デモではスキップします）

o 各サービスのAPIキーはあらかじめ取得しておきます

3. コマンドパレットを開き「open prompt file」を実行

o 初回実行時はエラーになりますが、気にせずcreateします

4. 適当にファイルを作ってなんか書く

5. 書いたテキストを選択した状態でコマンドパレットを開き「Call 
LLM with selected Text」を選択する



Simple Text Refine手順書

https://qiita.com/nomurasan/items/6973342743ed9c4

a3896



（もし時間が余ったら）Simple Text RefineのGitHubを見てみる

https://github.com/yasuraok/SimpleTextRefine



今日のまとめ



仲間と一緒に学ぼう！



でも、人付き合いは苦手…



会話は不要！同じ目標に向かっ
て勉強している雰囲気が大事



そんな環境を用意しました！



LinuC Open Network

中 翔

2024年12月7日

LinuCの試験開発もやってるよ！LinuC 
Open Networkの取り組み(AIもあるよ)



LiONコミュニティ（エルピーアイジャパン）の出展ブース案内

エルピーアイジャパンの

ブースで、LiONコミュニ

ティ九州支部を一緒に盛

り上げてくださる方

Wanted!!



おわりに

本セッションを盛り上げて

いただきまして、

ありがとうございます！

コミュニティ参加用のQRを

再掲します。

一緒に学習できることを

楽しみにしています！



参考資料



参考資料（動画）

https://www.youtube.com/watch?v=JDp5Pfxdp1A



参考資料（別スライド）

コミュニティイベントで使った

Qiitaスライド

Qiitaで「simple text refine」

で検索すると見つかります

https://qiita.com/nomurasan/items/b04d22a305d9a72

2d8d3
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